
多
く
の
野
生
動
物
は
、
お

お
む
ね
決
ま
っ
た
生
活
圏
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
行

動
範
囲
あ
る
い
は
行
動
域
と

言
い
、
サ
ル
の
場
合
は
遊
動

域
な
ど
と
呼
び
ま
す
。
餌
を

求
め
て
行
動
す
る
範
囲
の
こ

と
で
す
。

サ
ル
は
そ
の
季
節
に
お
い

て
よ
り
豊
富
な
食
べ
物
を
求

め
て
移
動
し
ま
す
。
そ
し
て
、

群
れ
の
メ
ン
バ
ー
が
必
要
と

す
る
食
物
量
を
得
ら
れ
る
範

囲
を
動
き
ま
す
。
広
大
な
行

動
範
囲
は
、
生
息
環
境
と
密

接
な
関
係
が
あ
り
そ
う
で
す
。

群
れ
と
群
れ
の
遊
動
域
は

少
し
ず
つ
重
な
り
あ
っ
て
い

る
こ
と
が
お
お
く
、
名
張
Ａ
・

Ｂ
群
は
青
蓮
寺
湖
付
近
で
接

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

群
れ
は
、
群
れ
の
メ
ン
バ
ー

が
変
わ
っ
て
い
っ
て
も
、
何

年
に
も
わ
た
っ
て
同
じ
場
所

で
生
活
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

獣
害
対
策
の
基
本
は
集
落

を
餌
場
と
認
識
さ
せ
な
い
こ

と
で
す
。

農
地
周
辺
に
は
、
農
家
に

と
っ
て
は
価
値
の
な
い
も
の

で
も
、
鳥
獣
に
と
っ
て
は
餌

と
な
る
も
の
が
数
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
を
適
切
に
管

理
す
る
こ
と
が
、
鳥
獣
を
農

地
に
引
き
寄
せ
な
い
第
一
歩

で
す
。

収
穫
し
な
い
野
菜
や
果
樹
、

間
引
い
た
株
は
、
農
地
に
残

さ
ず
、
簡
単
に
取
ら
れ
な
い

よ
う
に
ネ
ッ
ト
で
囲
ん
だ
り
、

埋
設
な
ど
適
切
に
処
理
す
る
。

家
庭
か
ら
出
た
生
ゴ
ミ
、

ク
ズ
野
菜
を
堆
肥
が
わ
り
に

農
地
や
庭
先
に
放
置
し
な
い

で
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
を
利

用
し
て
堆
肥
化
す
る
。

稲
刈
り
後
の
秋
耕
起
に
よ
っ

て
、
秋
～
冬
の
ヒ
コ
バ
エ
や

雑
草
の
発
生
を
抑
え
る
。

山
際
の
水
田
に
は
、
冬
に

シ
カ
や
サ
ル
を
引
き
寄
せ
や

す
い
レ
ン
ゲ
、
ク
ロ
ー
バ
ー

を
播
種
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
対
策
で
農
地
・

集
落
か
ら
餌
と
な
る
も
の
を

無
く
し
、
農
地
で
摂
食
さ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
最

も
大
事
な
こ
と
で
す
。

物
理
的
防
除
＝
畑
に
ネ
ッ

ト
を
張
る
な
ど
。

群
れ
の
中
で
数
匹
の
サ
ル

し
か
餌
に
あ
り
つ
け
な
い
と

い
う
こ
と
が
続
く
と
、
餌
場

と
し
て
の
認
識
を
捨
て
去
り

来
な
く
な
る
そ
う
で
す
。

完
璧
な
柵
で
な
く
て
も
よ

い
と
思
い
ま
す
。
侵
入
す
る

の
に
一
手
間
か
か
る
「
簡
単

に
作
物
を
捕
れ
な
い
」
程
度

の
柵
で
Ｏ
Ｋ
！
。

心
理
的
対
策
＝
山
際
は
抜

写
真
＝
矢
川
に
て

写
真
＝
深
野
に
て

き
切
り
や
草
刈
り
を
し
て
見

通
し
を
良
く
し
、
心
理
的
圧

力
で
農
地
へ
の
侵
入
を
防
ぐ

事
も
大
事
で
す
。

鳥
獣
害
対
策
を
考
え
る
と

き
、
技
術
的
な
課
題
だ
け
で

な
く
、
被
害
住
民
の
認
識
や

考
え
方
を
考
慮
し
、
地
域
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

地
域
全
体
を
個
人
の
ほ
場

と
認
識
し
、
地
域
全
員
で
面

的
な
対
処
を
し
な
け
れ
ば
、

獣
害
対
策
は
解
決
し
ま
せ
ん
。

Ｍ
Ｄ
に
よ
る
追
い
払
い
で
、

恐
怖
を
体
験
さ
す
こ
と
も
よ

い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

★
名
張
Ｂ
群
は
、
広
大
な
遊

動
域
を
持
っ
た
サ
ル
と
し
て

日
本
で
も
有
名
で
す
。

シ
カ
の
生
態
と
習
性

シ
カ
は
、
森
林
と
草
原
と

の
間
を
行
き
交
い
ま
す
。
生

息
地
が
、
農
林
業
生
産
の
場

と
重
な
り
、
被
害
を
起
こ
し

ま
す
。
被
害
を
防
止
す
る
た

め
に
は
、
生
態
や
特
徴
を
正

確
に
知
り
、
集
落
内
の
生
活

痕
跡
は
見
逃
さ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

シ
カ
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず

活
動
し
、
活
動
リ
ズ
ム
は

季
節
や
環
境
条
件
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。

２
～
３
時
間
食
べ
、
２
～

４
時
間
反
芻
と
い
う
リ
ズ
ム

を
繰
り
返
し
ま
す
。

昼
間
は
、
主
に
森
林
の
中

に
い
て
、
農
耕
地
や
草
地
な

ど
へ
は
、
夜
に
出
て
来
ま
す
。

被
害
の
特
徴

加
害
作
物
は
、
水
稲
、
大

豆
、
飼
料
作
物
な
ど
あ
ら
ゆ

る
農
作
物
が
対
象
に
な
り
、

水
稲
で
は
踏
み
荒
ら
し
な
ど

も
深
刻
で
す
。

冬
場
の
ほ
場
へ
の
侵
入
で

ほ
場
の
畦
畔
の
崩
壊
も
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

林
業
で
は
、
若
樹
の
皮
剥

が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
個
体
数
増
加

に
よ
る
山
林
の
下
草
の
消
失

な
ど
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
防
護
柵
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ

視
界
を
遮
り
侵
入
を
防
ぐ
。

ト
タ
ン
板
、
遮
光
ネ
ッ
ト
、

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な
ど
を
用

い
た
防
護
柵
は
、
野
生
獣
に

と
っ
て
囲
い
の
中
に
あ
る
農

作
物
（
餌
）
が
見
え
に
く
く
、

ま
た
、
目
で
安
全
を
確
認
し

に
く
い
た
め
、
囲
い
の
中
へ

の
侵
入
を
た
め
ら
わ
せ
る
効

果
が
あ
り
ま
す
。

柵
と
地
面
の
隙
間
、
柵
の

つ
な
ぎ
目
に
十
分
注
意
し
て

施
工
す
る
事
が
大
事
で
す
。

シ
カ
柵
は
高
さ
を
重
視
し

が
ち
で
す
が
地
面
と
の
隙
間

が
あ
っ
た
場
合
、
侵
入
防
止

効
果
が
半
減
し
ま
す
。

ネ
ッ
ト
を
用
い
た
防
護
柵
は

地
面
に
余
裕
を
持
っ
て
垂
ら

し
て
お
く
こ
と
が
コ
ツ
。

設
置
さ
れ
た
防
護
柵
を
、

シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
が
突
破
す

る
場
合
、
同
じ
所
を
何
度
も

繰
り
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
生
態
と
習
性

警
戒
心
は
と
て
も
強
く
、

本
来
人
前
に
姿
を
現
す
動
物

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
臆
病
な

性
格
か
ら
環
境
の
変
化
に
敏

感
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化

に
警
戒
心
を
抱
き
ま
す
。

一
方
で
大
胆
な
面
も
あ
り
、

単
な
る
お
ど
し
に
は
す
ぐ
に

慣
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

記
憶
力
は
高
く
、
学
習
し

た
こ
と
は
半
年
以
上
記
憶
し

て
い
る
た
め
、
一
度
「
エ
サ

場
」
と
記
憶
し
た
田
畑
に
は

何
度
で
も
侵
入
し
ま
す
。

大
き
く
な
っ
た
イ
ノ
シ
シ

は
体
重
が
１
０
０
㌔
を
超
え
、

オ
ス
は
大
き
な
牙
が
出
ま
す
。

ま
た
メ
ス
は
一
年
に
一
度
、

平
均
４
頭
か
ら
５
頭
の
子
供

を
産
む
た
め
、
繁
殖
力
も
旺

盛
で
す
。
ま
た
、
運
動
能
力

や
学
習
能
力
も
高
く
、
成
獣

で
は
助
走
な
し
に
１
２
０
㌢

（
１
歳
未
満
の
子
イ
ノ
シ
シ

で
７
０
㌢
）
ジ
ャ
ン
プ
す
る
。

５
０
㌔
の
も
の
を
鼻
で
持
ち

上
げ
る
事
が
出
来
る
。

★
被
害
の
特
徴

好
物
は
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ス

イ
カ
、
稲
、
果
物
な
ど
の
農

作
物
や
、
昆
虫
の
幼
虫
、
ヘ

ビ
、
ミ
ミ
ズ
な
ど
で
す
が
、

雑
食
性
で
家
庭
の
残
飯
な
ど

も
食
べ
ま
す
。

田
畑
に
侵
入
し
、
農
作
物

を
食
い
荒
ら
し
ま
す
。
特
に

土
の
中
の
物
が
好
物
な
た
め
、

鼻
で
地
面
を
掘
り
起
こ
し
、

大
き
な
穴
を
あ
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
田
へ
は
稲
の
穂

が
出
揃
っ
た
頃
、
集
団
で
や
っ

て
き
て
穂
を
食
い
荒
ら
し
、

泥
浴
び
を
し
た
り
す
る
た
め
、

一
晩
で
稲
が
全
滅
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
石
垣
を

崩
し
た
り
、
水
路
を
埋
め
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
土
砂

災
害
の
原
因
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

★
ま
と
め

名
張
Ａ
・
Ｂ
群
の
個
体
数

は
横
ば
い
状
態
で
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
遊
動
域
は
名
張

Ｂ
群
で
は
錦
生
方
面
で
北
と

東
に
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い

て
は
、
両
者
と
も
住
宅
地
を

除
き
全
市
で
、
被
害
地
域
が

広
範
囲
に
及
び
、
被
害
と
し

て
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ

近
年
、
野
生
化
し
た
ア
ラ

イ
グ
マ
に
よ
る
農
業
被
害
や

野
生
動
物
の
生
態
系
へ
の
影

響
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

名
張
市
で
は
、
生
息
域
は

市
内
ほ
ぼ
全
域
だ
が
、
食
料

が
豊
富
な
農
村
部
に
特
に
多

く
、
個
体
数
は

か
な
り
増
え

て
い
る
の
で

は
な
い
か
と

懸
念
し
て
い

ま
す
。

こ
の
ま
ま

生
息
地
が
拡

大
す
る
と
農

業
被
害
の
増

加
を
始
め
、

生
態
系
の
撹

乱
、
人
や
家

畜
に
対
す
る

感
染
症
の
発
生

な
ど
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

★
ア
ラ
イ
グ
マ
の
特
徴

タ
ヌ
キ
と
非
常
に
よ
く
似

て
い
ま
す
が
、
ア
ラ
イ
グ
マ

特
有
の
眉
間
や
尾
の
縞
、

5

本
指
の
足
跡
な
ど
で
、
そ
の

違
い
を
見
分
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
は
夜
行
性
な

の
で
姿
を
見
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
５
本
の
指
跡
が

ク
ッ
キ
リ
と
付
く
、
特
徴
の

あ
る
足
跡
を
見
れ
ば
棲
息
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま

す
。
ま
た
、
頭
胴
長

40～

60

㌢
尾
長

20～

40㌢
体
重

6～

7㌔
で
、
水
辺
の
森
林
地
帯

を
好
み
ま
す
が
、
農
耕
地
や

市
街
地
ま
で
多
様
な
環
境
に

生
息
し
ま
す
。

市
民
全
体
で
外
来
生
物
に

対
す
る
知
識
・
情
報
を
共
有

し
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

★
捕
獲
に
つ
い
て
は
、
ア
ラ

イ
グ
マ
の
持
つ
人
獣
共
通
感

染
症
に
十
分
な
注
意
が
必
要

で
す
。

画
像
＝
ア
ラ
イ
グ
マ
の
前
足

（
左
）
と
後
足

ヌ
ー
ト
リ
ア

一
時
鳴
り
を
潜
め
て
い
た

ヌ
ー
ト
リ
ア
が
、
ま
た
「
悪

さ
」
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

５
月

16日
、
鹿
高
地
区
で

ヌ
ー
ト
リ
ア
が

1匹
捕
獲
さ

れ
て
い
ま
す
。
０
４
年
に
市

内
で
初
め
て
ヌ
ー
ト
リ
ア
が

目
撃
さ
れ
て
以

降
、
０

６
年

に
は
田
畑
の
農
作
物
の
被
害

が
出
始
め
、
鹿
高
地
区
で
は

０
８
年
か
ら
捕
獲

檻
の
設
置

を
始
め
こ
れ
ま
で
に

計

60匹

を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。

宇
陀

川
の

河
川

敷
に
は
ま
だ
ま
だ

生
息
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

特
定
外
来
生
物
に
対
し
て

は
行

政
が
生
息

調
査
を
し
て

抜
本
的
な
対

応
を
す
る
べ
き

で
す
。
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遊
動
域
の
管
理
・
対
策

狩猟免許がなくても捕獲ができるようになり

ました。名張市では、特定外来生物法に基づき、

アライグマとヌートリアに関する防除実施計画

を策定し、被害者や地区が主体的に捕獲に従事

いただけるよう、従来の捕獲に関する仕組みを

改めました。

・捕獲従事者として市に届出を行い、従事者台

帳へ登録を受けると、自ら捕獲檻（箱わな）を

設置することができるようになります。

・狩猟免許の非所持者の場合、アライグマやヌー

トリアの捕獲に最低限必要な知識、技術の説明

を受けていただき安全面への配慮を徹底してい

ただくことを条件に、捕獲が可能になります。

相談窓口

農作物被害：農林振興室 （℡63-7625）

家屋被害 ：環境対策室 （℡63-7496）

アアアアラララライイイイググググママママ・・・・ヌヌヌヌーーーートトトトリリリリアアアア

ででででおおおお困困困困りりりりのののの方方方方へへへへ

サルが姿を見せ始めたの
は５月のはじめころ。
まさか、店の物に手を出す
とは夢にも思っていません
でした。
ある日のこと、店のカボチャ
を抱えて逃げていくサルを
見つけほんとに驚きました。
チョット油断すると店の中
にまで侵入しバナナやリン
ゴを店の中で食べています。

５月１５日思いあまって警
察に連絡をし名張市の方達
とロケット花火などで追い
払っていただきました。が、
安心できません。車が頻繁
に通る国道端にまでサルが
やって来るとは……人慣れ
が進んでいるんでしょうネ！。
お客さんに危害あってはと、
心配しています。自動ドア
も開けるかもしれませんネ。

フフフフルルルルーーーーツツツツラララランンンンドドドド南南南南国国国国ババババナナナナナナナナ捕捕捕捕らららられれれれるるるる！！！！

外外外外来来来来種種種種にににによよよよるるるる被被被被害害害害
アアアアラララライイイイググググママママ・・・・ヌヌヌヌーーーートトトトリリリリアアアア

私
た
ち
は
こ
の
度
、
名

張
市
に
お
け
る
農
林
水
産
、

並
び
に
生
活
環
境
に
関
わ
る

鳥
獣
害
防
止
対
策
・
情
報
を

広
く
市
民
に

提

供
す
る
を
目
的

に
、
見
出
し
の

会
を
立
ち
上
げ
、

Ｈ
Ｐ
を

開
設
い

た
し
ま
し
た
。

地
域
の
鳥
獣

害
防
護
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
サ
イ
ト

と
し
て
、
活
動

の
輪
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
名
は
、

名
張
鳥
獣
害
問
題

連
絡

会

俗
称
「
や
ま
だ
の
か
か
し
」

で
す
。

８
月
中

旬
、
完
成

予

定
で
す
。

★
サ
ル
移
動
状
況
は

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い
。

ＨＨＨＨ・・・・ＰＰＰＰ開開開開設設設設ししししままままししししたたたた！
名張鳥獣害問題連絡会

http://sarushika.moo.jp


